
○「第２次広島県再犯防止推進計画」の素案について

番号 意見 県の考え方・対応

1
国と市町の連携の構築は、具体的
にどのような状態を想定している
のか。

国、市町の「福祉的支援が必要な支援対
象者のつなぎ支援等にあたって、スムー
ズに相談し、連携できている」と実感で
きている状態を目指しています。

2

国と市町の連携の構築について、
目標を「４市町」に限定せず、
もっと多くの市町を対象にしても
よいのではないか。

実際の「国から市町へのつなぎ支援」の
実績は、大半が特定の都市部に集中して
いることから、今回の５年間では、件数
が非常に多い都市部を中心に確実に連携
体制を作っていくことを目指していま
す。

3

設定理由
　保護観察や更生緊急保護
終了後、福祉サービス等に
繋がることが見込まれるた
め

成果指標の「更生支援について国
との連携が構築された市町数」の
設定理由について、「保護観察等
が終わった人だけが対象」と読め
てしまうため、「保護観察や更生
緊急保護終了後」という限定的な
文言は見直した方がよい。
（同様の意見他１件）

更生支援における国と市町の連携は、保
護観察や更生緊急保護終了後に限らない
ため、限定的な文言となっている「保護
観察や更生緊急保護終了後」について
は、削除します。

4

第４章 取組の方向
２　生活上の基本ニー
　ズの確保・回復
◇成果指標

指標名
　居住支援協議会を設立し
た市町の人口カバー率

指標の数値は具体的に何を基準と
して設定されたものか。

現状値は、居住支援協議会を設立してい
る広島市、呉市、廿日市市、東広島市の
人口の合計の県全体の人口に占める割合
（人口カバー率）により算出している。
目標値については、福山市などの人口が
多い市の協議会設立を目指している。

区分

第４章 取組の方向
１　社会の理解促進・
　支援基盤の強化
◇成果指標

指標名
　更生支援について国との
連携が構築された市町数


